
陽
春
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
話
と

は
い
え
ま
せ
ん
が
、
「
合
戦
の
は
な

し
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
乱
」
は
国
内
で
行
わ
れ
た
内
戦

を
い
い
、
「
合
戦
」
は
一
つ
の
場
所

で
短
期
間
に
行
わ
れ
た
争
い
の
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、
市
域

で
の
合
戦
は
、
野
手
地
区
の
「
龍
蔵

院
（
り
ゅ
う
ぞ
う
い
ん
）」
と
か
つ

て
存
在
し
た
と
い
う
「
恵
光
院
（
け

い
こ
う
い
ん
）」
の
記
録
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
４
９
０
年
（
延
徳
２
年
）
正
月

１４
日
か
ら
３
月
１０
日
ま
で
「
小
笹
合

戦
」
が
あ
り
、
小
笹
と
は
現
在
の
共

興
地
区
東
小
笹
、
西
小
笹
の
あ
た
り

に
な
り
ま
す
。
前
年
に
「
太
田
（
旭

市
）
合
戦
」
が
あ
り
、

１
４
９
３
年
（
明
応
２

年
）８
月
２６
日
に
は「
野

手
合
戦
」
が
あ
っ
た
と

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
合
戦
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
記
録

と
い
っ
て
も「
合
戦
記
」

や
「
軍
記
物
」
な
ど
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
２
つ
と
も
こ

の
戦
い
で
の
死
者
を
供

養
す
る
た
め「
過
去
帳
」

に
書
か
れ
た
も
の
で
し

た
。こ

の
時
期
に
九
十
九

里
海
岸
で
合
戦
が
続
い

た
の
は
戦
国
時
代
の
武

将
・
足
利
氏
が
房
州
安

房
の
里
見
氏
と
結
び
、

下
総
地
方
に
進
出
す
る

た
め
に
里
見
氏
の
水
軍
（
海
賊
）
が

暴
れ
ま
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
す
る

説
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
５０
年
ほ
ど
経
た
１
５
４

７
年
（
天
文
１６
年
）
に
こ
の
地
域
を

再
び
恐
怖
に
陥
れ
た
合
戦
が
起
き
ま

し
た
。
６
月
１８
日
の
太
田
合
戦
で
５

０
０
余
人
が
討
ち
死
に
し
、
３
日
後

の
２１
日
に
は
「
八
日
市
場
に
お
い
て

福
岡
城
主
押
田
伊
勢
入
道
は
じ
め
、

８
０
０
余
人
が
討
ち
死
に
」
す
る
合

戦
が
あ
り
ま
し
た
。
「
福
岡
城
」
と

は
現
在
の
若
潮
町
（
中
央
地
区
）
に

あ
っ
た
砦
（
と
り
で
）
で
す
。

こ
の
こ
ろ
下
総
国
で
は
、
古
河
方

と
小
弓
（
お
ゆ
み
）
方
の
対
立
が
あ

り
、
領
主
ら
は
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ

ま
し
た
。野
手
氏
も
押
田
氏
に
破
れ
、

茨
城
地
方
に
逃
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

も
里
見
氏
と
と
も
に
房
総
を
拠
点
と

し
た
正
木
（
ま
さ
き
）
氏
が
下
総
に

攻
め
入
り
、
こ
の
地
を
荒
ら
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
混
乱
は
、
１
５
９
０

年
（
天
正
１８
年
）
の
小
田
原
（
神
奈

川
県
）
合
戦
ま
で
続
き
ま
し
た
。

１
２
０
０
年
代
か
ら
４
０
０
年

間
、
匝
瑳
地
方
の
領
主
た
ち
は
わ
ず

か
に
記
録
に
名
を
と
ど
め
る
の
み

で
、
墓
石
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
米

倉
（
中
央
地
区
）
の
椎
名
氏
と
円
長

寺
に
葬
ら
れ
た
押
田
氏
だ
け
で
す
。

「
合
戦
の
は
な
し
」も
戦
死
者
供
養

の
た
め
の
も
の
で
、
「
春
の
夜
の
夢

の
ご
と
し
」な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

問
八
日
市
場
図
書
館!

７３
・
３
７
４
６

春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し

合
戦
の
は
な
し

円長寺（野田地区野手）にある押田氏の墓塔

今回から６回のシリーズでメタボリッ
クシンドロームのお話をします。メタボ
リックシンドロームという言葉は昨年あ
たりからよく耳にするようになりまし
た。流行語大賞の候補にもなり「メタボ」
と略され浸透するようになりました。
ただ、言葉は知っていても実際どんな
ことを意味しているのかご存じですか。
「太っている人のことを指しているよう
だ」と漠然と考えている方も多いのでは
ないでしょうか。確かにそれも間違いで
はありません。それでは太っていない人

は安心なのでしょうか？今回は、メタボ
リックシンドロームの意味となぜそれが
問題なのかについてお話します。
皆さんは肥満という言葉をご存じです
ね。一般的には先ほど出た「太っている」
ことを言います。日ごろ欧米など外国人
でかなり太った体型の方をよく見かけま
す。日本でも食生活が欧米化したこと、
車社会であまり歩かなくなったことなど
から欧米人ほどではないにしても肥満の
人がかなり増えてきました。
肥満とは、身長のわりに体重が増え過
ぎたことをいい、その程度は最近ではＢ
ＭＩという指標を用いて表しています。
ＢＭＩは自分の体重を身長（メートル）
の二乗で割った数値で、２５を超えると肥
満ということになります。肥満の人はそ
うでない人と比べ高血圧症、糖尿病、高
脂血症を合併していることが多く、これ
らのすべてを持っている場合、いずれも

ない人と比べ３０倍も心臓の血管疾患にか
かりやすいと言われています。
しかし、実際には太った体型でない人
でも心筋梗塞や脳梗塞になる人もいて、
これらの原因として体脂肪のうちの内臓
脂肪の存在が最近注目されるようになり
ました。標準的な体型でも内臓脂肪の多
い人（内臓脂肪型肥満といいます）は高
血圧、高血糖、高脂血症などが隠れてい
ることが多く、皮下脂肪の多い人（皮下
脂肪型肥満といいます）と比べ動脈硬化
が進行しやすいと考えられています。
このように内臓脂肪が多い上に、高血
圧、高血糖、高脂血症のうち２つ以上の
異常をかかえていて将来血管の病気にか
かりやすくなっている状態をメタボリッ
クシンドロームといいます。
次回は内臓脂肪がなぜよくないのかと
いうことについてさらに詳しくお話しし
ます。

⑭

病 気 と 治 療 あ れ こ れ

メタボリック
シンドロームって？

匝瑳市民病院・内科
診療部長 宇田 毅彦
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